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い
よ
い
よ
今
年
は
、
開
校
１
０
０
年
と
い
う

記
念
の
年
で
す
。
長
内
さ
ん
に
「
１
０
０
年
」

に
対
す
る
思
い
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

長
内
さ
ん
は
、
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
、

釧
路
中
学
に
入
学
し
た
釧
中
33
期
生
で
す
。
釧

中
に
入
学
当
時
は
戦
時
下
に
あ
り
、
戦
闘
帽
、

そ
し
て
、
足
に
は
白
い
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
い
て
通

学
し
て
い
ま
し
た
。
２
年
生
に
な
る
と
、
進
路

別
に
ク
ラ
ス
が
分
か
れ
ま
す
。
陸
軍
、
海
軍
、

就
職
、
進
学
で
、
長
内
さ
ん
は
海
軍
を
志
望
し

ま
し
た
。
勤
労
奉
仕
は
、
根
室
管
内
に
あ
る
西

春
別
空
港
な
ど
で
の
作
業
で
し
た
。
戦
後
、
南

大
通
に
あ
っ
た
敷
島
館
で
中
川
久
平
さ
ん
か
ら

英
語
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
先
生
や
先
輩

に
鍛
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
懐
か
し
そ
う
に
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
９
８
６（
昭
和
61
）年
か
ら
１
９
９
１（
平

成
３
）
年
ま
で
同
窓
会
長
を
務
め
ま
し
た
。
思

い
出
の
一
つ
が
、
緑
ヶ
岡
校
舎
に
あ
る
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
の
石
で
つ
く
っ
た
校
歌
の
石
碑
で
す
。

こ
の
年
の
５
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
第
２
の
故
郷
と

し
た
相
場
眞
一
さ
ん
＝
釧
中
８
期
＝
が
来
釧
し

ま
し
た
。
同
期
の
丹
葉
節
郎
さ
ん
と
と
も
に
、

「
世
界
に
羽
ば
た
く
湖
陵
生
」
の
願
い
を
込
め

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
石
を
運
び
ま
し
た
。

　

当
時
、
校
長
だ
っ
た
町
田
康
雄
さ
ん
は
、
富

士
見
校
舎
で
の
設
置
に
向
け
て
、
働
き
か
け
ま

し
た
が
、「
ま
も
な
く
校
舎
が
移
転
す
る
」
こ

と
を
理
由
に
、
北
海
道
教
育
委
員
会
か
ら
な
か

な
か
許
可
が
下
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も

町
田
さ
ん
の
熱
意
が
通
じ
、
１
９
８
９
（
平
成

元
年
）
３
月
20
日
に
除
幕
式
が
無
事
に
行
わ
れ

ま
し
た
。（
詳
し
く
は「
く
ま
ざ
さ
45
号
」参
照
）

校
歌
は
長
内
さ
ん
の
直
筆
で
す
。長
内
さ
ん
は
、

３
カ
月
も
の
間
、
書
を
練
習
し
ま
し
た
。
長
内

さ
ん
は
「
今
思
え
ば
、
幸
せ
な
巡
り
合
わ
せ
で

し
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
校
舎
の
改
築
で
は
、「
曲
線
を
生
か

し
た
斬
新
な
校
舎
を
熱
望
し
た
よ
う
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
そ
れ
は
か
な
わ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
正
面
玄
関
上
の
大
時
計
に
な
り
ま
し
た
」

と
思
い
出
を
語
り
ま
す
。

　

長
内
さ
ん
は
、
創
立
80
周
年
・
定
時
制
70
周

年
並
び
に
校
舎
改
築
落
成
記
念
事
業
協
賛
会
会

長
を
20
年
前
に
務
め
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

１
０
０
年
を
迎
え
た
今
年
、
特
別
な
思
い
が
あ

り
ま
す
。
長
内
さ
ん
は
、「〝
湖
陵
健
児
〟
を
た

く
さ
ん
輩
出
し
、各
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
と
と
も
に
、「
母
校
の
発
展
の
た
め
、

次
の
１
０
０
年
の
大
計
を
み
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
」
と
、
湖
陵
高
校
の
未
来
を
考
え
る
大
切

な
年
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
へ

は
、「
校
訓
の
誠
、
愛
、
勇
を
し
っ
か
り
と
身

に
つ
け
て
、
先
生
や
先
輩
、
さ
ら
に
社
会
か
ら

教
え
ら
れ
た
こ
と
を
全
身
で
受
け
止
め
、
強
い

連
帯
感
を
持
っ
て
、
不
撓
不
屈
（
ふ
と
う
ふ
く

つ
）
の
精
神
で
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
す
。
今
年
は
辰
年
、「
昇
竜
の
ご

と
く
、
世
界
で
活
躍
す
る
同
窓
生
」
を
願
っ
て

い
ま
す
。�

（
湖
陵
30
期　

星　

匠
）

不
撓
不
屈
の
精
神
で

元同窓会会長
長
おさない

内　宏
ひろし

さん（釧中33期）
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①
記
念
講
演

日
時
：
２
０
１
２
年
６
月
26
日
（
火
）

　
　
　

13
時
30
分
か
ら
15
時
ま
で

場
所
：
釧
路
湖
陵
高
校
体
育
館

　
　
　

釧
路
市
緑
ヶ
岡
３

－

１

－

31

講
師
：
川
原
尚
行
氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：
１
９
６
５
年
福
岡
県

北
九
州
市
生
ま
れ
。
九
州
大
学
医
学
部

卒
業
。
在
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ス
ー
ダ
ン

日
本
大
使
館
で
医
務
官
と
し
て
勤
務
。

２
０
０
５
年
に
外
務
省
を
辞
職
後
、
ス

ー
ダ
ン
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
ロ
シ
ナ
ン
テ
」
設

立
、
医
療
活
動
を
中
心

に
支
援
活
動
し
て
い

ま
す
。
年
に
数
回
し
か

日
本
に
戻
り
ま
せ
ん
。

高
校
、
大
学
時
代
、
ラ

グ
ビ
ー
部
の
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
活
躍
。
現

在
も
、
そ
こ
で
培
っ
た

先
輩
、
後
輩
の
つ
な
が

り
を
大
切
に

し
な
が
ら
活

動
を
続
け
る

情
熱
家
で
す
。

申
し
込
み
：
５
月
31
日
ま
で

②
提
灯
行
列

※
湖
陵
祭
の
行
灯
行
列
に
参
加

し
ま
す

日
時
：
２
０
１
２
年
７
月
13
日

（
金
）
18
時
集
合
、
18

時
30
分
か
ら
20
時
30
分

場
所
：
釧
路
湖
陵
高
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
集
合
後
、
市
内

行
列
）

申
し
込
み
：
６
月
13
日
ま
で

③
記
念
式
典

日
時
：
２
０
１
２
年
９
月
29
日

（
土
）
13
時
か
ら
16
時

場
所
：
釧
路
市
民
文
化
会
館

　
　
　

釧
路
市
治
水
町
12
―
10

申
し
込
み
：
8
月
31
日
ま
で

④
記
念
祝
賀
会

日
時
：
２
０
１
２
年
９
月
29
日
（
土
）

　
　
　

18
時
か
ら

場
所
：
釧
路
市
観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　

釧
路
市
幸
町
３

－

３

参
加
費
：
５
０
０
０
円

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
：
８
月
31
日
ま
で

⑤
記
念
誌
発
行

内
容
：
写
真
で
振
り
返
る
大
湖
陵
史
、

沿
革
、
各
期
に
よ
る
想
い
出
の

ペ
ー
ジ
、
部
活
動
、
記
念
式
典

な
ど
約
４
０
０
ペ
ー
ジ

頒
価
：
８
０
０
０
円

発
送
：
２
０
１
２
年
12
月
（
予
定
）

申
し
込
み
：
９
月
30
日
ま
で

そ
の
ほ
か
、
寄
付
協
賛
金
の
受
付
も
し

て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

釧
路
湖
陵
高
校
同
窓
会
事
務
局

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
１
５
４
（
41
）
１
０
９
０

※
電
話
は
平
日
の
17
時
30
分
以
降

メ
ー
ル

k
o
ryo
1
0
0
9
0
@
e
b
o
n
y.p
la
la
.

o
r.jp

創立100周年・定時制90周年
記念式典・祝賀会は9月29日

　

創
立
１
０
０
周
年
・
定
時
制
90

周
年
の
行
事
が

決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

冬の日の富士見校舎

おしゃべりしながら楽しい昼食

富士見校舎での合格発表
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式
典
記
念
講
演
部
会
長�

西
村�

智
久

　

創
立
１
０
０
周
年
式
典
記
念
講
演
部
会

の
西
村
智
久
（
31
期
）
で
す
。
６
月
26
日
の

記
念
講
演
か
ら
始
ま
り
、
７
月
の
湖
陵
祭
の

行
灯
行
列
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
１
０
０
周
年
の
Ｐ
Ｒ
と
在
校
生
と

の
交
流
を
深
め
、
９
月
29
日
記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
す
。
ホ
ッ

プ
ス
テ
ッ
プ
ジ
ャ
ン
プ
で
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　

　
　
　

祝
賀
会
部
会
長�

天
方�

智
順

　

湖
陵
34
期
の
天
方
智
順
で
す
。
こ
の
度
創

立
１
０
０
周
年
実
行
委
員
会
の
中
で
、
あ
り

が
た
く
も
祝
賀
会
部
会
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
。
記
念
祝
賀
会
が
お
一
人
で
も
多
く
の
参
加
者
の
皆
様
と
共

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
場
に
な
る
よ
う
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

協
賛
金
部
会
長�

白
崎�

義
章

　

湖
陵
28
期
卒
業
の
白
崎
で
す
。
今
回
協
賛

金
部
会
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
今
の
経
済
状
況
は
厳
し
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
各
事
業
実
施
に
必
要
な
財
源
と
し
て
協
賛
金
に
ご
理
解

を
頂
く
と
共
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　

総
務
部
会
長�

水
口�

喜
文

　

こ
の
度
、
記
念
事
業
実
行
委
員
会
総
務
部

会
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
36
期
水

口
で
す
。
総
務
部
会
は
皆
様
の
窓
口
と
な
り

ま
す
。
多
く
の
方
に
１
０
０
周
年
、
90
周
年
の
事
業
を
知
っ
て
い
た

だ
き
ご
参
加
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
期
幹
事
の
皆

様
、
情
報
収
集
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

記
念
事
業
部
会
長�

柴
崎�

主
税

　

記
念
事
業
部
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
輝
か

し
い
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
の
母
校
の
発
展
を
願
い
、
記
念
碑
（
米
坂

ヒ
デ
ノ
リ
作
「
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ
」）
と
記
念
誌
を
贈
呈
し
ま
す
。

ま
た
、在
校
生
の
教
育
及
び
学
校
運
営
に
必
要
と
思
わ
れ
る
備
品（
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
等
）
を
寄
贈
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

　
　
　

記
念
誌
部
会
長�

高
井�

博
司

　

記
念
誌
部
会
を
担
当
い
た
し
ま
す
、
元
教

員
の
高
井
博
司
（
湖
陵
６
期
）
で
す
。
百
周

年
と
い
う
輝
か
し
い
節
目
に
、
全
同
窓
会
生

の
記
憶
に
も
記
録
に
も
残
る
よ
う
な
記
念
誌
を
目
指
し
ま
す
の
で
、

各
期
よ
り
の
原
稿
や
写
真
の
ご
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
一

人
で
も
多
く
の
同
窓
生
の
ご
購
入
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

財
務
部
会
長�

佐
藤�

　
敦

　

財
務
部
会
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
36
期
卒
業
の
佐
藤
敦
と
申
し
ま
す
。

何
千
万
円
も
の
会
計
を
執
行
す
る
立
場
で
あ

り
ま
す
の
で
、
相
互
牽
制
に
気
を
配
り
、
気
を
引
き
締
め
て
会
計
管

理
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

記
念
式
典
、
祝
賀
会
に
向
け
て
、
実
行
委
員
会
各
部
会

で
は
、
成
功
さ
せ
よ
う
と
、
連
日
打
ち
合
わ
せ
や
作
業
を

し
て
い
ま
す
。
各
部
会
長
を
紹
介
し
ま
す
。

記
念
事
業
支
え
る

各
部
会
長
紹
介

富士見校舎の職員室

富士見校舎校門への道富士見町のいわゆる中川塾
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誠愛勇から
湖陵17期生の巻

絆
を
強
く
長
く

湖
陵
17
期
　
波は

た

ち

田
地
　
昭あ
き
ひ
こ彦

釧
路
市
在
住

開
校
50
周
年
に

　

戦
後
生
ま
れ
の
私
た
ち
17
期
は
、
昭

和
37
年
４
月
、
伝
統
あ
る
憧
れ
の
湖
陵

高
校
に
入
学
し
た
。

　

前
年
は
無
試
験
、
今
年
も
無
試
験
で

入
学
で
き
る
よ
う
神
に
祈
り
、
ろ
く
に

受
験
勉
強
も
せ
ず
、
厚
か
ま
し
く
も
名

門
湖
陵
を
希
望
。
入
試
発
表
で
自
分
の

名
を
見
つ
け
た
時
の
喜
び
、
感
激
だ
け

は
、
今
も
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。

そ
の
年
に
湖
陵
高
校
は
、
開
校
50
周
年

の
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
。

　

当
時
、
同
窓
会
長
で
あ
り
（
釧
中
１

期
生
）、
湖
陵
梅
風
塾
（
中
川
塾
）
の

塾
長
で
も
あ
っ
た
中
川
久
平
先
生
は
、

そ
の
祝
辞
の
中
で
、「
世
界
だ
ぞ
、
今

や
世
界
は
狭
く
な
っ
た
。
宇
宙
に
君
ら

の
大
発
展
せ
ん
こ
と
を
、
飛
躍
せ
ん
こ

と
を
。
そ
し
て
大
い
に
こ
の
湖
陵
の
名

を
上
げ
、
そ
し
て
更
に
こ
れ
ら
の
何
百

倍
、
何
千
倍
の
盛
大
さ
を
も
っ
て
湖
陵

百
年
祭
を
迎
え
ら
れ
ん
こ
と
を
、
ひ
と

え
に
希
望
し
て
、
同
窓
会
長
と
し
て
の

祝
辞
と
す
る（
拍
手
）」と
結
ん
で
い
る
。

（「
釧
中
物
語
」
よ
り
）

　

あ
れ
か
ら
半
世
紀
。
本
年
、
湖
陵
は

開
校
百
周
年
を
迎
え
る
と
の
事
で
あ

る
。
私
た
ち
は
、
あ
れ
か
ら
50
年
の
齢

（
よ
わ
い
）
を
重
ね
、
高
齢
者
世
代
に

突
入
し
た
。

高
度
成
長
時
代

　

昭
和
39
年
、
新
幹
線
開
通
、
そ
し
て

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
世
は
正
に
バ
カ

ン
ス
時
代
、高
度
成
長
時
代
で
あ
っ
た
。

　

植
木
等ひ
と
し
は
、「
俺
ん
と
こ
に
こ
い
」

と
無
責
任
な
ス
ー
ダ
ラ
節
を
唄
い
、
少

年
サ
ン
デ
ー
で
は
、お
そ
松
く
ん
の「
シ

ェ
ー
」、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、「
ウ
ル

ト
ラ
Ｃ
」
な
る
言
葉
が
流
行
し
、
や
が

て
、「
ベ
平
連
」
な
る
耳
慣
れ
な
い
名

に
怯
え
、
興
奮
し
な
が
ら
学
生
運
動
に

走
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

　

校
内
で
は
、
喫
煙
問
題
、
服
装
規
定

違
反
、
校
則
等
、
今
風
の
学
校
問
題
が

は
し
り
と
な
っ
た
頃
で
あ
る
。し
か
し
、

他
校
よ
り
は
校
則
も
厳
し
く
な
く
、
男

子
は
下
駄
履
き
で
通
学
し
、
学
校
帰
り

に
末
広
町
の
喫
茶
店
に
自
由
に
出
入
り

で
き
た
。

　

ま
た
、
晴
天
の
日
に
は
、
先
生
に
懇

願
し
、
授
業
時
間
を
自
習
時
間
に
変
更

し
、
春
採
湖
で
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
こ
と
も

許
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

　

学
校
行
事
と
し
て
は
、
湖
陵
祭
。
前

夜
祭
と
し
て
の
行
灯
行
列
は
、
そ
の
当

時
の
世
相
を
反
映
し
、
新
幹
線
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ち
な
ん
だ
も
の
が
多

か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
芸
能
発
表

も
、
各
ク
ラ
ス
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫

を
凝
ら
し
、競
い
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

３
年
時
の
夏
休
み
に
鶴
居
村
中
幌
呂

で
、
第
１
回
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
行

っ
た
の
も
我
が
期
が
最
初
で
あ
っ
た
。

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
に
胸
お
ど
ら
せ
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、テ
ン
ト
の
中
で
、

朝
ま
で
語
り
合
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

　

ま
た
、
２
月
の
厳
冬
期
に
、
汽
車
で

大
楽
毛
駅
へ
。
阿
寒
川
の
橋
を
渡
り
、

牧
場
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
広
大
な
原

野
を
走
り
回
り
、成
果
は
ウ
サ
ギ
１
羽
。

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
最
終
ペ
ー
ジ
に
載
っ

て
い
る
の
を
み
て
、
悔
し
く
思
っ
た
。

し
か
し
、
軍
事
教
練
で
始
ま
っ
た
伝
統

の
兎
（
う
さ
ぎ
）
狩
り
は
、
こ
の
年
を

も
っ
て
な
く
な
っ
た
。

不
帰
の
朋
友
も

　

楽
し
い
想
い
出
で
あ
る
筈
の
修
学
旅

行
。
津
軽
海
峡
を
渡
り
、
京
都
、
奈
良
、

高
松
、
小
豆
島
、
東
京
へ
の
大
旅
行
で

あ
っ
た
。
小
豆
島
で
、
学
友
Ｋ
君
が
不

帰
の
客
と
な
り
、
翌
年
か
ら
は
、
四
国
、

小
豆
島
へ
の
日
程
は
取
り
止
め
に
な
っ

た
。
今
も
、
小
豆
島
か
ら
瀬
戸
内
海
に

い
っ
ぱ
い
に
沈
む
夕
日
が
真
っ
赤
に
染

め
た
風
景
を
想
い
出
す
度
に
、
私
た
ち

17
期
生
の
青
春
時
代
の
心
の
い
た
み
で

も
あ
る
。

　

我
が
期
は
、朋
友
の
綿
貫
健
輔
君
が
、

三
十
代
よ
り
市
政
に
参
加
し
た
の
で
、

４
年
毎
に
集
い
、
同
期
の
結
び
つ
き
は

強
く
、
早
く
か
ら
同
期
会
を
結
成
し
て

頻
繁
に
集
ま
り
を
持
っ
て
い
た
。

　

昭
和
60
年
に
卒
業
20
周
年
記
念
同
期

会
を
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
、
平
成

７
年
に
30
周
年
記
念
を
、
そ
し
て
平
成

元
年
と
同
11
年
の
当
番
期
幹
事
で
の
同

期
会
を
、
川
湯
、
阿
寒
湖
、
札
幌
、
東

京
、
十
勝
川
等
々
で
開
催
し
て
き
た
。

　

平
成
18
年
10
月
８
日
、「
還
暦
を
祝

う
会
」
と
い
う
名
目
で
、
札
幌
近
郊
が

集
ま
り
や
す
い
と
の
希
望
に
よ
り
、
札

行灯行列の題材に多かった新幹線

クラス対抗芸能発表
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幌
湖
陵
会
会
長
で
あ
る
花
田
孝
麿
君
が

中
心
と
な
り
、
定
山
渓
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
「
瑞
苑
」
で
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、

台
風
の
余
波
の
中
、
全
国
各
地
か
ら
91

名
が
参
集
し
た
。

　

30
名
の
物
故
者
に
対
す
る
黙
と
う
で

朋
友
の
鎮
魂
を
祈
り
、栗
林
延
次
君（
同

窓
会
会
長
）
の
乾
杯
、
釧
路
市
長
の
綿

貫
健
輔
君
の
中
締
め
の
挨
拶
、
二
次
会

に
移
り「
大
人
の
湖
陵
祭
」「
湖
陵
～
昔
、

今
そ
し
て
明
日
」
の
ビ
デ
オ
上
映
、
当

時
、
湖
陵
高
校
校
長
で
あ
る
数
馬
田
敏

君
の
ス
ピ
ー
チ
。
た
ち
ま
ち
18
歳
の
高

校
生
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
盃
を
重
ね

る
毎
に
、
高
校
時
代
の
愛
称
、
あ
だ
名

が
飛
び
交
い
、
齢
60
を
過
ぎ
た
オ
ジ
サ

ン
、
オ
バ
サ
ン
が
、
○
○
君
、
○
○
ち

ゃ
ん
と
は
？
血
気
盛
ん
な
少
年
、
見
目

麗
し
き
少
女
の
顔
に
戻
り
、朝
方
ま
で
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

大
人
の
湖
陵
祭

　

我
々
17
期
が
、
湖
陵
に
携
わ
っ
た

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
、
今
も
集
う
度

に
、
想
い
出
す
の
は
、「
大
人
の
湖
陵

祭
」
で
あ
る
。
建
築
後
30
年
余
り
を
経

過
し
、
老
朽
化
の
進
ん
だ
二
代
目
校
舎

が
、
富
士
見
町
よ
り
緑
ヶ
岡
の
ゴ
ル
フ

場
跡
に
、移
転
改
築
す
る
こ
と
と
な
り
、

平
成
２
年
９
月
23
日
、
二
代
目
校
舎
の

「
お
別
れ
会
」
を
と
い
う
話
が
出
た
。

　

前
年
に
、
当
番
期
幹
事
と
し
て
、
同

窓
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
と
い
う
こ

と
で
、
私
た
ち
17
期
が
中
心
と
な
り
、

『
現
校
舎
に
感
謝
を
込
め
て
、
さ
よ
う

な
ら
と
』
と
言
う
べ
く
、「
大
人
の
湖

陵
祭
」
な
る
も
の
を
企
画
し
た
。
何
度

の
会
議
を
重
ね
、
当
日
は
、
校
舎
に
赤

色
の
リ
ボ
ン
を
か
け
、
大
き
な
風
船
を

掲
げ
る
と
い
う
奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
。
釧

中
よ
り
湖
陵
の
先
輩
た
ち
の
汗
の
染
み

込
ん
だ
剣
道
場
の
板
で
作
成
し
た
「
釧

中
・
湖
陵
」
の
文
字
を
刻
印
し
た
通
行

手
形
。
校
舎
の
職
員
玄
関
の
大
理
石
を

砕
い
て
作
っ
た
「
湖
陵
魂
」
を
作
成
、

販
売
し
た
が
、
即
日
、
完
売
し
た
。
午

前
９
時
か
ら
校
舎
開
放
。
16
時
30
分
よ

り
、
屋
外
グ
ラ
ン
ド
で
校
歌
、
応
援
歌

の
斉
唱
に
始
ま
り
、
日
が
暮
れ
る
頃
に

は
、
赤
々
と
燃
え
る
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト

ー
ム
を
囲
み
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
。
千

人
を
超
え
る
釧
中
・
湖
陵
生
が
全
道
各

地
よ
り
集
い
、
青
春
時
代
の
当
時
に
戻

り
、
意
識
の
下
に
あ
っ
た
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
想
い
出
し
、
懐
か
し
さ
に
浸
る

こ
と
が
で
き
た
一
日
で
あ
っ
た
。

　

還
暦
を
祝
う
会
を
記
念
し
て
作
成
し

た
同
期
生
名
簿
と
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
見

比
べ
た
。
す
で
に
一
割
を
越
え
る
朋
友

が
不
帰
の
客
と
な
り
、
鬼
籍
に
入
っ
た

こ
と
を
知
り
、
改
め
て
「
光
陰
矢
の
如

し
」あ
っ
と
い
う
間
の
50
年
で
あ
っ
た
。

く
し
く
も
昨
年
、
日
本
は
想
定
外
の
東

日
本
大
震
災
に
遭
い
、
そ
の
世
相
を
表

す
漢
字
と
し
て
「
絆
」
が
選
ば
れ
た
。

　

私
た
ち
17
期
生
の
仲
間
の
絆
は
、「
湖

陵
魂
」「
誠
・
愛
・
勇
」
と
と
も
に
、

強
く
長
く
継
続
す
る
こ
と
を
願
う
も
の

で
あ
る
。

　

今
秋
に
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
湖
陵
百

周
年
は
成
功
裏
に
終
わ
る
こ
と
を
確
信

し
、
青
春
の
心
を
持
ち
続
け
た
い
も
の

で
あ
る
。

平成18年に開かれた還暦を祝う会

大きく携わった「大人の湖陵祭」
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平
成
23
年
度
釧
中
・
釧
路
湖
陵
同
窓

会
が
昨
年
８
月
13
日
㈯
、
釧
路
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
総
会

に
は
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、
旧
交
を

温
め
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
校
歌
を
合
唱
、
亡
く
な

っ
た
同
窓
生
や
東
日
本
大
震
災
で
の
犠

牲
者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
栗

林
延
次
会
長
（
湖
陵
17
期
）
が
１
０
０

周
年
記
念
式
典
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
、
釧
路
湖
陵
高
校
の
田

川
芳
紀
校
長
、
釧
路
市
の
蝦
名
大
也
市

長
（
湖
陵
29
期
）
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

懇
親
会
で
は
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
合

唱
部
、
器
楽
部
が
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
や

合
唱
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
の
総
会
は
、
８
月
11
日
（
土
）

の
予
定
で
、30
、40
、50
期
が
当
番
で
す
。

元気いっぱいチアリーダー

澄んだ歌声を披露した合唱部

息のあった演奏を繰り広げる器楽部

乾杯で懇親会スタート

あいさつする栗林会長

○
刊
行
案
内

　『
挽
歌
』
物
語
―
作
家
原
田
康
子
と
そ
の
時
代
―

　

昨
年
10
月
、
盛
厚
三
（
も
り
・
こ
う
ぞ
う
）
著
「『
挽
歌
』
物
語
―
作
家
原

田
康
子
と
そ
の
時
代
―
」（
釧
路
新
書
、
頒
価
７
３
５
円
、
藤
田
印
刷
㈱
）
が

発
行
さ
れ
た
。
著
者
の
盛
さ
ん
は
、
昭
和
22
年
釧
路
市
生
ま
れ
。
旭
小
、
北
中
、

湖
陵
定
時
を
経
て
進
学
上
京
し
、
伊
勢
丹
デ
パ
ー
ト
、
バ
ー
バ
リ
ー
の
三
陽
商

会
で
洋
服
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
現
在
は
独
立
し
埼
玉
県
春
日
部
市
民
。「
原
野
の
思

索
家　

長
谷
川
光
二
」
研
究
で
平
成
５
年
に
文
芸
誌
「
釧
路
春
秋
賞
」
受
賞
。

同
人
誌
「
北
方
人
」
を
主
宰
。
盛
氏
は
北
海
道
ゆ
か
り
の
近
代
文
学
研
究
家
と

し
て
欠
か
せ
な
い
実
力
者
だ
。
釧
路
市
の
書
店
、
港
文
館
で
発
売
中
。

　

小
説
「
挽
歌
」
は
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
昭
和
32
年
映
画
化
さ
れ
、
全

国
で
挽
歌
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
釧
路
は
憧
れ
の
地
に
。
そ
の
時
の
社
会
現
象
を

こ
の
新
書
で
詳
し
く
取
り
上
げ
、
時
空
を
超
え
た
名
作
の
価
値
が
描
か
れ
て
い

る
。
当
時
高
校
生
の
毛
綱
毅
曠
（
も
づ
な
・
き
こ
う
、
湖
陵
12
期
）
は
、
挽
歌

の
中
の
建
築
家
に
憧
れ
、
建
築
科
に
進
学
し
、
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
と
し

て
各
地
に
作
品
を
残
し
、
釧
路
を
有
名
に
し
た
。
文
学
に
は
人
を
何
か
に
向
か

わ
せ
る
ロ
マ
ン
の
力
が
あ
る
。�

（
湖
陵
18
期　

田
巻　

恒
利
）
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・
正
座
に
強
い

　

今
は
座
椅
子
や
椅
子
が
用
意
さ
れ
る

法
事
な
ど
の
会
合
に
な
っ
た
が
、
昔
は

正
座
が
普
通
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
に

も
、
私
た
ち
釧
中
卒
業
生
は
耐
え
ら
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
剣
道
教
師
の
男
澤
哲
夫

教
諭
は
、
罰
則
で
な
く
と
も
、
よ
く
正

座
を
さ
せ
た
。

　

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
２
月
22
日

の
本
校
舎
火
災
に
も
焼
失
を
ま
ぬ
か
れ

た
剣
道
場
（
柔
、
体
育
も
）
は
そ
ん
な

修
練
の
お
か
げ
？

　

も
っ
と
も
「
立
て
！
」
と
言
わ
れ
て

も
全
員
が
よ
ろ
よ
ろ
し
た
の
は
当
然
の

こ
と
。

・
入
学
試
験
に
退
場

　

軍
国
主
義
真
最
中
の
１
９
４
３
（
昭

和
18
）
年
入
試
の
控
え
室
は
釧
中
工
作

室
。
い
ろ
い
ろ
な
機
械
が
置
い
て
あ

る
。
私
の
小
学
同
級
生
、佐
藤
尚
武（
な

お
た
け
）
は
、
当
時
の
連
隊
区
司
令
部

部
長
の
長
男
で
お
と
な
し
い
。
何
の
気

な
し
に
大
き
な
機
械
に
そ
っ
と
さ
わ
っ

た
。
た
ま
た
ま
入
っ
て
き
た
工
作
の

佐
々
木
教
諭
が
見
と
が
め
て
、
退
場
を

命
じ
た
。

　

尚
武
君
は
転
校
し
て
い
っ
た
し
、
教

諭
も
ま
も
な
く
転
勤
し
て
い
っ
た
。

　

昨
今
の
成
人
式
に
酒
を
持
ち
込
み
騒

ぐ
生
徒
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
テ
レ
ビ
で

見
た
り
聞
い
た
り
す
る
と
、
ど
ち
ら
が

悪
く
て
そ
う
な
の
か
、
時
代
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
。

・
成
人
式

　

敗
戦
後
に
制
定
さ
れ
た
「
成
人
式
」

に
感
慨
は
な
い
。

　

大
学
生
に
な
っ
て
の
東
京
都
内
に
い

た
が
、
帰
郷
し
て
釧
路
市
で
の
成
人
式

に
も
出
席
し
な
か
っ
た
。
昔
な
ら
ば
徴

兵
検
査
と
て
甲
乙
丙
丁
に
区
分
さ
れ
、

喜
ん
だ
り
悲
し
ん
だ
り
？

　

選
挙
権
を
与
え
ら
れ
て
投
票
所
へ
父

の
尻
に
つ
い
て
い
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

平
民
の
父
が
陸
軍
歩
兵
伍
長
を
名
誉
と

し
た
三
度
の
出
征
に
祝
福
さ
れ
た
席
で

演
説
し
た
の
を
聞
い
た
だ
け
。

　

な
に
よ
り
も
、
釧
中
生
と
し
て
白
線

二
本
の
帽
子
を
被
っ
た
時
と
、
級
長
の

白
線
を
上
着
の
袖
口
に
付
け
た
時
で
あ

る
。自
転
車
に
乗
り
北
大
通
を
往
復
し
、

右
へ
左
へ
と
白
線
づ
き
の
腕
を
上
げ
た

も
の
だ
。
幼
稚
と
い
え
る
。
勲
章
つ
け

た
兵
隊
さ
ん
並
み
で
あ
っ
た
。

　

同
年
兵
の
誰
よ
り
も
偉
い
こ
と
。
そ

れ
は
勤
労
動
員
の
作
業
で
も
、
級
長
は

作
業
を
せ
ず
に
監
督
へ
回
れ
る
の
だ
か

ら
、
楽
な
の
で
あ
っ
た
ヨ
。

　

同
位
で
な
く
、
上
位
に
な
る
こ
と
。

そ
れ
が
学
校
で
あ
れ
職
場
で
あ
れ
、
憧

れ
さ
せ
励
ま
せ
る
の
だ
か
ら
。
就
職
試

験
も
、
そ
の
後
も
、
ラ
イ
バ
ル
は
隣
に

い
る
の
だ
ヨ
。
親
友
と
い
え
ど
も
恋
の

争
い
で
は
敵
な
の
だ
ヨ
。
む
し
ろ
一
番

の
敵
と
い
え
る
。

　

ま
あ
卒
業
後
に
恋
を
し
て
す
ぐ
に
分

か
る
ヨ
。

　

昔
か
ら
の
歴
史
で
も
、
小
説
で
も
山

ほ
ど
あ
る
か
ら
。

（
釧
中
32
期
・
湖
陵
１
期　

奥
田　

達
也
）

　

二
学
期
が
始
ま
っ
て
各
部
の
報
告
会

が
あ
っ
た
。
幹
事
の
斉
藤
克
巳
は
涙
の

報
告
。
途
中
で
立
ち
往
生
し
て
し
ま
っ

た
。
光
輝
あ
る
釧
中
柔
道
史
に
泥
を
塗

っ
て
し
ま
っ
て
、
卒
業
ま
で
の
間
、
肩

身
の
狭
い
思
い
を
し
た
。
汚
名
挽
回
の

た
め
、
来
年
は
頼
む
ぞ
と
卒
業
ま
で
後

輩
と
と
も
に
汗
を
流
す
べ
き
な
ん
だ
ろ

う
が
、そ
の
気
力
も
失
せ
て
し
ま
っ
た
。

全
く
自
分
に
適
さ
な
い
柔
道
を
、
そ
れ

で
も
５
年
間
続
け
て
き
て
、
ヤ
レ
ヤ
レ

こ
れ
で
解
放
さ
れ
た
と
い
う
思
い
が
強

か
っ
た
。

　

伝
統
を
引
き
継
い
だ
者
に
は
、
守
り

通
し
て
損
な
う
事
な
く
、
次
に
渡
す
義

務
が
あ
り
、
仮
に
も
瑕
（
き
ず
）
つ
け

る
よ
う
な
事
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の

だ
が
、
そ
の
責
任
感
が
希
薄
だ
っ
た
。

伝
統
の
上
に
胡
座
（
あ
ぐ
ら
）
を
か
い

て
い
た
訳
で
あ
る
。
ど
う
せ
ま
た
勝
つ

ん
だ
、
と
い
う
幻
想
。

　

ト
ッ
プ
は
常
に
狙
わ
れ
、
追
わ
れ
て

い
る
と
い
う
危
機
感
の
欠
如
が
招
い
た

当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
ろ
う
。挽
回（
ば

ん
か
い
）
で
き
な
か
っ
た
私
の
責
任
で

あ
り
、
戦
犯
第
１
号
で
あ
る
。
翌
年
は

２
位
だ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
は
ど
う

な
っ
た
か
承
知
し
て
い
な
い
。
負
け
癖

が
つ
い
て
し
ま
っ
た
か
も
。
５
年
間
、

可
も
な
く
不
可
も
な
く
過
ご
し
た
が
、

こ
れ
が
唯
一
、
釧
中
に
か
け
た
迷
惑
と

い
う
か
、
不
名
誉
事
項
で
あ
っ
た
。

　

私
が
入
部
し
た
時
の
５
年
生
は
、
神

さ
ん
が
キ
ャ
プ
テ
ン
で
、
田
村
亀
太
郎

さ
ん
が
い
た
。
１
年
生
の
目
か
ら
見
た

神
さ
ん
は
、
中
学
生
と
い
う
よ
り
は
親

父
さ
ん
と
い
う
よ
う
な
大
人
に
見
え

た
。
４
年
生
で
は
渡
辺
二
郎
さ
ん
。
柔

道
部
で
は
珍
し
い
白
線
二
本
（
級
長
）

で
、
５
年
生
の
時
は
校
旗
の
旗
手
を
務

め
た
文
武
両
道
の
達
人
。３
年
生
に
は
、

渡
部
清
太
郎
さ
ん
。
こ
の
人
は
市
内
の

辻
整
骨
院
に
寄
宿
し
て
通
学
し
て
い

た
。
辻
先
生
は
六
段
で
、
釧
路
で
は
最

高
段
者
。
道
場
が
あ
っ
て
渡
部
さ
ん
は

代
稽
古
も
し
て
い
た
よ
う
で
、
私
の
知

る
限
り
、
釧
中
で
は
一
番
強
か
っ
た
と

思
う
。
２
年
生
で
は
朽
本
さ
ん
と
田
村

亀
太
郎
さ
ん
の
弟
の
亀
次
郎
さ
ん
。
そ

し
て
１
年
生
は
私
と
斉
藤
克
巳
と
い
う

メ
ン
バ
ー
が
、
そ
の
年
の
中
心
に
な
っ

て
支
え
て
き
た
。

　

２
年
生
の
時
、
渡
部
清
太
郎
さ
ん
に

稽
古
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
事
が
あ
る
。

素
晴
ら
し
い
業
師
で
背
負
い
投
げ
を
食

っ
た
。両
袖
を
か
ら
め
た
一
本
背
負
い
。

こ
れ
で
は
受
身
が
で
き
ず
、
モ
ロ
に
畳

に
打
ち
つ
け
ら
れ
た
感
じ
。
痛
い
も
何

も
「
ウ
ッ
」
と
言
っ
た
き
り
息
が
で
き

な
い
。
吸
う
事
は
で
き
る
の
だ
が
、
吐

け
な
い
の
だ
。
胸
が
爆
発
し
て
死
ぬ
か

と
思
っ
た
。
こ
ん
な
見
事
な
投
げ
ら
れ

方
は
、
最
初
に
し
て
最
後
、
こ
の
一
回

だ
け
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
先
輩
た
ち

が
伝
統
を
守
り
通
し
て
き
た
の
だ
か

ら
、
実
力
は
我
々
よ
り
上
と
い
う
事
に

な
る
。
長
い
間
柔
道
を
や
っ
て
き
た
よ

う
に
思
う
が
、
実
働
は
釧
中
の
５
年
間

と
入
隊
前
の
半
年
で
、
あ
と
は
時
代
が

時
代
だ
っ
た
の
で
、
時
々
や
っ
た
り
、

や
ら
な
か
っ
た
り
で
意
外
と
少
な
い
。

現
在
の
よ
う
に
、
世
界
選
手
権
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
、
日
夜
猛
練
習

に
励
ん
で
い
る
人
た
ち
か
ら
み
れ
ば
、

考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
ん
な
時

代
も
あ
っ
た
と
い
う
事
だ
。
裏
か
ら
手

を
回
し
た
り
、献
金
し
た
訳
で
も
な
し
、

正
規
な
試
験
も
受
け
た
が
、
相
手
が
一

人
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
、
今
時
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
事
態
も
時
代
と
言
う
べ

き
か
。
た
だ
最
後
の
昇
段
は
、
私
も
腑

に
落
ち
な
い
が
、
こ
れ
も
先
方
の
ご
都

合
だ
ろ
う
。
完
全
な
空
証
文
だ
。

　

免
許
状
と
左
肩
の
曲
が
っ
た
骨
、
清

太
郎
さ
ん
の
背
負
い
で
ズ
レ
た
背
柱
。

こ
れ
は
ま
だ
腰
痛
の
原
因
（
も
と
）
で

不
自
由
し
て
い
る
。�

（
続
く
）

あの日あのとき

日本傳講道館柔道
（その３）
釧中19期

似内重喜

卒
業
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ア
ン
ド
ト
シ
の
ギ
ャ
グ
で
は
な
い
が
、

『
欧
米
か
？
』
で
す
▼
こ
の
た
び
、「
く

ま
ざ
さ
」
は
発
刊
60
号
を
数
え
て
、
無

事
に
編
集
作
業
が
終
わ
る
と
こ
ろ
で

す
。
先
輩
の
薦
め
で
編
集
に
係
わ
ら
さ

せ
て
い
た
だ
き
10
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
非
力
、
浅
学
な
自
分
に
出

来
る
こ
と
が
あ
る
の
か
、
手
探
り
の
10

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
が
、
お
か
げ
さ

ま
で
同
窓
生
、
先
輩
諸
氏
の
近
況
、
ご

活
躍
等
、
多
く
を
知
る
機
会
と
な
っ
た

事
に
た
い
へ
ん
感
謝
を
し
て
い
ま
す
▼

こ
の
間
、
ク
ラ
ス
や
同
期
の
仲
間
と
交

流
の
輪
を
広
げ
、
ご
多
分
に
漏
れ
ず
還

暦
修
学
旅
行
と
銘
打
ち
、
東
京
方
面
の

級
友
た
ち
と
横
浜
、
鎌
倉
へ
と
出
か
け

る
こ
と
に
な
り
、
会
う
こ
と
も
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
旧
友
と
の
、
懐
か

し
い
再
会
を
果
た
し
、
貴
重
な
時
間
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
▼
い
よ
い
よ

創
立
１
０
０
年
を
迎
え
る
今
年
は
、
全

　

今
年
も
こ
の
時
期
、
多
く
の
出
会
い

と
別
れ
、
巣
立
ち
の
季
節
を
迎
え
て
、

希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
旅
立
つ
卒
業

生
に
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
１

月
、
東
大
の
学
長
が
こ
の
先
５
年
後
を

メ
ド
に
、
卒
業
を
秋
に
移
行
す
る
談
話

を
発
表
し
ま
し
た
。入
試
合
格
電
報
は
、

や
は
り
『
さ
く
ら
満
開
、
花
開
く
』
で

し
ょ
う
。
こ
れ
が
秋
に
な
る
と
ど
う
な

る
の
か
、
な
ど
と
余
計
な
心
配
を
し
て

い
ま
す
。
国
際
化
も
よ
い
が
、
こ
こ
は

慎
重
に
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
タ
カ

前列右から奥田達也、田巻恒利、後列右から渋谷倫之、
星匠、須貝喜治、西村貞広
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く
ま
ざ
さ
編
集
委
員
会

同
窓
会
会
長　
栗
林
延
次
（
湖
陵
17
期
）

同
窓
会
幹
事
長　
島
本
幸
一
（
湖
陵
19
期
）

同
窓
会
会
計
長　
佐
藤
文
昭
（
湖
陵
22
期
）

編
集
委
員
長　
星　
　

匠
（
湖
陵
30
期
）

編
集
委
員
　
川
端
紀
一
（
湖
陵
11
期
）

編
集
委
員　
増
子
正
樹
（
湖
陵
20
期
）

編
集
委
員　
渋
谷
倫
之
（
湖
陵
26
期
）

編
集
委
員　
西
村
貞
広
（
湖
陵
30
期
）

編
集
委
員　
須
貝
喜
治
（
湖
陵
49
期
）

編
集
事
務
局
長　
田
巻
恒
利
（
湖
陵
18
期
）

　

中
卒
者
は
保
護
者
の
居
住
地
に
よ
っ

て
受
験
高
校
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。

　

今
は
大
学
区
制
で
湖
陵
高
校
に
釧
路

市
、
白
糠
町
、
釧
路
町
、
鶴
居
村
な
ど

か
ら
通
う
が
、
高
校
の
男
女
共
学
制
が

始
ま
っ
た
昭
和
24
年
か
ら
昭
和
39
年
ま

で
は
小
学
区
制
で
、
旧
釧
路
市
内
か
ら

北
中
校
下
と
東
中
校
下
の
一
部
の
生
徒

は
湖
陵
へ
は
入
学
で
き
ず
、
江
南
高
校

を
目
指
し
た
。

　

私
の
印
象
に
過
ぎ
な
い
が
、
江
南
は

光
陽
町
へ
移
転
す
る
昭
和
34
年
ま
で
城

山
（
現
教
育
大
）
に
あ
り
、住
吉
、城
山
、

大
川
町
、
鶴
ヶ
岱
地
区
お
よ
び
、
根
室

本
線
の
釧
路
駅
か
ら
尾
幌
駅
ま
で
も
江

南
の
通
学
区
だ
っ
た
。

　

一
方
、
釧
路
駅
か
ら
根
室
本
線
の
直

別
駅
ま
で
、
雄
別
鉄
道
沿
線
、
釧
網
本

線
の
細
岡
駅
ま
で
が
湖
陵
の
通
学
区

だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
通
学
区
は
、
基

幹
産
業
や
宅
地
開
発
の
時
代
変
遷
を
受

け
、
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

我
が
５
人
姉
弟
は
、
全
員
北
中
校
下

の
旭
小
を
卒
業
し
た
が
、
こ
の
通
学
区

制
の
変
更
や
本
人
の
学
力
に
よ
り
、
年

の
順
で
高
校
は
江
南
・
湖
陵
・
湖
陵
・

希
望
学
園
・
江
南
で
あ
る
。
私
が
４
人

の
子
育
て
を
終
え
て
み
て
、
当
時
の
親

た
ち
の
苦
労
が
偲
ば
れ
る
。

（
湖
陵
18
期　

田
巻　

恒
利
）

国
各
地
か
ら
記
念
式
典
に
大
勢
の
同
窓

生
が
は
せ
参
じ
る
事
と
思
い
ま
す
。
９

月
29
日
は
秋
分
の
日
の
す
ぐ
後
と
い
う

こ
と
で
、
真
西
に
太
陽
が
沈
み
ま
す
。

幣
舞
橋
の
河
口
の
真
ん
中
に
真
紅
の
太

陽
が
輝
き
を
見
せ
ま
す
。『
夕
日
の
ハ

イ
ボ
ー
ル
』
は
今
、
釧
路
を
あ
げ
て
売

り
出
し
中
で
す
。
も
ち
ろ
ん
福
司
も

待
っ
て
い
ま
す
。
再
会
を
果
た
し
、
祝

杯
を
大
い
に
重
ね
た
い
も
の
で
す
。
手

ぐ
す
ね
ひ
い
て
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。（
湖
陵
20
期　

増
子　

正
樹
）

　

昨
年
9
月
11
日
、
湖
陵
4
期
（
昭

和
27
年
卒
）
で
千
葉
大
名
誉
教
授
の

金
子
亨
氏
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

ま
し
た
。
金
子
氏
は
１
９
３
３
年（
昭

和
8
年
）
釧
路
市
生
ま
れ
。
東
京
外

国
語
大
学
を
卒
業
後
、
北
海
道
学
芸

大
学
釧
路
分
校
（
現
・
釧
教
大
）
の

助
手
を
経

て
、
千
葉
大

文
学
部
教
授

と
し
て
ア
イ

ヌ
語
や
ニ
ブ

ヒ
語
な
ど
、

極
東
の
先
住
民
族
・
少
数
民
族
も
含

め
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
言
語
文
化
論
を
研

究
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
言
語
学
界
の

重
鎮
と
し
て
理
論
研
究
の
業
績
を
重

ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、
世
界
の
先
住

民
言
語
の
存
続
や
言
語
弱
者
の
未
来

に
つ
い
て
常
に
心
を
砕
い
て
お
ら
れ

た
方
で
す
。
１
９
９
９
年
に
千
葉
大

を
定
年
退
官
し
て
か
ら
は
、
ス
イ
ス・

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
客
員
教
授
や

中
国
・
湖
南
大
学
名
誉
教
授
も
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
専
門
は
言
語
学
（
類

型
論
・
先
住
民
族
言
語
研
究
）。
主
な

著
書
に
「
先
住
民
族
言
語
の
た
め
に
」

（
草
風
館
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
謹
ん

で
氏
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。�

（
湖
陵
30
期　

西
村　

貞
広
）

言
語
学
会
の
重
鎮

金
子
享
さ
ん
死
去

1990（平成２）年の入学式

思
い
出
の

ワ
ン
カ
ッ
ト

通
学
区
制
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